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校
祖
・
輪
島
聞
声
先
生
、
百
回
忌
報
恩
記
念
顕
彰
碑

除
幕
式
・
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

こ
ど
も
の
そ
の
創
立
60
周
年

記
念
式
典
・
講
演
会
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
行
わ
れ
ま
す

▲ 除幕式・講演会参列
者による記念撮影

米村教授による
講演会▶

▲ 松前町に建立した輪島聞声先生の顕彰碑

　
4
月
27
日
、
内
閣
官
房
よ

り
発
表
が
あ
り
、
埼
玉
キ
ャ

ン
パ
ス
の
あ
る
三
芳
町
が
、

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
、
オ
ラ

ン
ダ
を
相
手
国
と
し
て
正
式
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
と
は
、

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
開
催
に
向
け
、
ス
ポ
ー
ツ
立

国
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
、

地
域
の
活
性
化
、
観
光
振
興
等

に
資
す
る
観
点
か
ら
、
参
加
国
・

地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・
文

化
的
な
相
互
交
流
を
図
る
地
方
公

共
団
体
を
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
と

し
て
全
国
各
地
に
広
げ
て
い
る
も

の
で
す
。（
内
閣
府
H
P
よ
り
） 

　
本
学
女
子
柔
道
部
が
2
0
0
8

年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
に

オ
ラ
ン
ダ
柔
道
チ
ー
ム
の
事
前

キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
本
学
と
三
芳
町
が
連
携

し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
女
子
柔
道
チ
ー

ム
の
受
け
入
れ
に
向
け
て
オ
ラ
ン

ダ
柔
道
連
盟
と
交
渉
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
本
学
で
は
、
今
後

も
町
と
連
携
し
て
地
域
の
活
性
化

や
国
際
交
流
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

が
、
将
来
患
者
様
に
「
今
日
の
ご

飯
も
美
味
し
い
ね
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
管
理
栄
養
士

に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
将
来
、
病
院
で
働
く
管

理
栄
養
士
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
大
学
で
は
臨
床
栄
養
学
や
給

食
経
営
管
理
論
を
は
じ
め
、
多

く
の
必
修
科
目
の
勉
強
に
勤
し

ん
で
い
ま
す
。
12
月
に
は
3
週

間
の
病
院
臨
地
実
習
が
あ
る
た

め
、
今
ま
で
学
ん
だ
知
識
が
活

か
せ
る
よ
う
、
日
々
の
授
業
に

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
だ
私
に
と
っ
て
、
病
態

に
あ
っ
た
献
立
を
作
成
し
た

り
、
食
事
指
導
を
考
え
た
り
す

る
こ
と
は
難
し
く
大
変
で
す

看
護
栄
養
学
部 
栄
養
学
科 

3
年

佐さ

さ

き
々
木 

莉ま
り
な奈 

さ
ん 

淑徳大学　学長

磯
いそおか

岡　哲
て つ や

也

大
学
認
証
評
価
に
つ
い
て

　
我
が
国
の
す
べ
て
の
大
学
は
、
大
学
と
し
て

の
教
育
の
質
を
保
証
す
る
た
め
、
7
年
に
一
度

国
が
認
め
た
認
証
評
価
機
関
に
よ
り
大
学
評
価

を
受
け
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
大
学
に
と
っ
て
は
、
社
会
的
存
在
理
由
を

明
ら
か
に
し
、
社
会
に
対
し
て
説
明
責
任
を
果

た
す
機
会
で
あ
り
、
米
国
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
方
式
に
な
ら
っ
て
、
平
成
14
年
の
学
校

教
育
法
改
正
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
、
平
成
16
年
第
一
期
、
23
年
第
二

期
、
そ
し
て
今
年
30
年
に
第
三
期
認
証
評
価
を

受
審
し
ま
す
。
内
容
は
、
大
学
の
教
育
の
理
念
・

目
的
、
教
育
内
容
や
方
法
、
教
育
研
究
組
織
、

就
学
支
援
・
生
活
支
援
・
進
路
支
援
な
ど
の
学

生
支
援
、
教
育
・
研
究
等
の
環
境
整
備
、
社
会

連
携
・
社
会
貢
献
、
国
際
交
流
、
財
務
状
況
に

い
た
る
ま
で
、
大
学
の
機
能
全
般
、
こ
と
に
教

育
の
質
保
証
の
あ
り
方
に
つ
い
て
自
己
点
検
評

価
を
も
と
に
認
証
評
価
機
関
の
評
価
を
受
け
る

も
の
で
す
。

　
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
社
会
連
携
・
社
会
貢

献
」
で
は
、「
社
会
連
携
・
社
会
貢
献
を
推
進

す
る
た
め
に
、
学
外
組
織
と
適
切
な
連
携
体
制

が
構
築
さ
れ
て
い
る
か
」、「
社
会
連
携
・
社
会

貢
献
に
関
す
る
活
動
に
よ
る
教
育
研
究
活
動
の

推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
か
」な
ど
が
評
価
の
視

点
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
学
は
、
こ
の
項
目

で
は
他
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
実
績
が
あ
る
と
自

負
し
て
お
り
、
既
に
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
元

自
治
体
や
、
企
業
、
近
隣
の
町
内
会
な
ど
と
包

括
協
定
を
締
結
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
学
生
諸

君
の
学
外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

　
秋
に
は
、
大
学
基
準
協
会
と
い
う
認
証
評
価

機
関
か
ら
数
名
の
評
価
員
が
実
地
調
査
に
来
学

し
ま
す
。
そ
の
際
、
教
職
員
ば
か
り
で
な
く
学

生
諸
君
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
設
定
さ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
指
摘
さ
れ
た
項
目
は
、
本
学

で
改
善
に
取
り
組
み
、
数
年
後
に
は
そ
の
結
果

を
報
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
何
よ
り
学
生

諸
君
へ
の
教
育
の
質
を
保
証
す
る
た
め
で
す
の

で
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
過
去
に
受
審
し
た
認
証
評
価
結
果

や
改
善
報
告
は
、
本
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
教
育
情
報
の
公
表
」で
公
表
し
て
お
り
ま
す
。
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『
学
生
生
活
、

 

成
長
し
た
夏
・

 

熱
い
夏
』

中
な か む ら

村 蓮
れ ん

さん
経営学部観光経営学科　4年

　1年生の頃から就活に関心を持ち、毎年
夏休みにはホテル業界を中心にインターン
シップに参加していました。中でも、3年
生の夏休みに参加した京都のホテルでのプ
ログラムが強く印象に残っています。
　そのプログラムでは、『ホテルをもっと
広めるための広報戦略の立案』という課題
が出されました。館内視察だけでなく、実
際に客室に宿泊したり周辺の観光地に足を
運んだりと、宿泊者の視点からホテルの魅

力や広報のための材料を集める中で、魅力
的な館内デザイン、立地を生かした観光地
への誘導など、サービスへのこだわりを強
く感じ、すぐに企画の作成に熱中しました。
　ホテル全体のデザインに込められた遊び
心や、平安神宮の鳥居が見えるラッキーな
個室など、自分が実際に感じた『写真を撮
りたくなる』という気持ちをそのまま柱と
して、SNSで発信する企画を提案すること
ができました。

　就職活動もホテル中心に見て回っていま
したが、どういう方向に進むか悩んでいた
時期でした。それまでは、シティホテルや
リゾートホテルのような華やかさのあるホ
テルしか調べていませんでしたが、地方の
規模の大きくないホテルでもお客様のため
に意義のある仕事ができるということを実
感し、選択肢が広がりました。
　「働く」ということに対する視野が広がった
夏休みだと感じています。

　歴史学科では、教室内での講義とともに、
フィールドワークを重視しています。特に夏
休みをはじめとする長期休暇中は、それぞ
れのゼミやサークルで、海外を含む各地を
訪れ、現地の歴史を実体験する機会が多く
設けられています。私も昨年度の春休みに、

東アジア考古学を専門とする三宅俊彦教授
とともに、初の海外調査としてモンゴル・ウ
ランバートルでの調査に参加。教室では学ぶ
ことのできない貴重な体験をしました。
　そして今夏には、8月後半から再度モンゴ
ル・アウラガ遺跡での発掘調査に参加する

予定です。ここは、あの有名なチンギス・ハー
ンの本拠地（大オルド）に比定されている都
市遺跡。夏休みの大部分は、この調査に費
やすことになりそうですが、同地に広がる大
草原での発掘作業に携わることができるの
で、今からとてもワクワクしています。

インターンシップで 視野が広がった！

学生生活、成長した夏・熱い夏

横
よ こ が わ

川 雅
ま さ こ

子さん
人文学部歴史学科　3年

原
は ら だ

田 果
か ほ

歩さん
看護栄養学部栄養学科　4年

闘賞を頂く事ができました。
　今回のレシピ開発は、サークルとして、1、2、
3年生の全員が協力して取り組む、初の活動
でもありました。学年の壁がある中、1年生
にも積極的に参加してもらえるよう、発言し
やすい環境づくりに努めました。また、レシ
ピは、見た人に作ってもらえて初めて役割を
果たす、という考えから、調理の手軽さにも
こだわりました。
　全国からの参加者が集う本選では、日本
各地の食文化に触れるよい機会となりまし
た。千葉ではメジャーな茹で落花生ですが、
他の参加者にからは驚かれ、茹で方を聞か
れるなど、交流のきっかけとなる場面も。各
地特有の食文化を大切にしていきたいと考え
るようになりました。

インターンシップ中に体験プログ
ラムが組み込まれており、和菓子
作りとお茶の体験をしました。白・
紫・黄の餡で桔梗の花を作りまし
た。

ホテルの広報を担当されてい
る社員の方に、ホテル全般に
ついてインタビューをしました。

南禅寺や平安神宮など、近隣に観光地がある
好立地に位置しているホテルの外観。

オリジナルレシピ。
「梨だれの千葉を感じるかき揚げ丼」

表彰式の様子。左手前、
ピンクの三角巾が原田さん。

レシピ開発
コンテストで

海外フィール
ドワークで

食文化の大切さ
を感じた！

現地の歴史を
実体験に！

特 集

東アジア全体を俯瞰した貨幣
流通について調査することが
できました。

　私の所属する栄養サポートサークル
e-Styleでは、以前よりグルテンフリーを推
進する活動を行っていました。その一環で「栄
養学若手研究者の集い」サマーセミナーに
参加した縁で、山形大学先端フードテクノロ
ジー研究開発センター主催のレシピコンテス
トに参加する機会を得ました。
　コンテストで使用するのは、「α化米粉」と
いう、小麦粉とも片栗粉とも、普通の米粉と
も違う特徴を持った新しい食材。サークルメ
ンバー全員でレシピ開発に取り組み、「千葉」
「今までに無い」という２つのコンセプトのも
と、「梨だれの千葉を感じるかき揚げ丼」が
完成。書類選考を突破し、山形で行われた
本選では、大勢の審査員、そしてカメラが回
る中、調理とレシピのアピールを行いました。
残念ながら優勝には及びませんでしたが、敢
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鹿
か じ ま

島 捷
し ょ う ご

吾さん
総合福祉学部社会福祉学科　4年

上
う え の

野 絵
え り か

里加さん	 征
そ や

矢 あゆみさん

丸
ま る も と

本 綾
り ょ う た ろ う

太郎さん
コミュニティ政策学部コミュニティ政策学科　4年　岸上眞子ゼミナール

高
た か な し

梨 里
り ほ

帆さん
看護栄養学部看護学科　4年

置
お し お

塩 加
か な こ

菜子さん
人文学部表現学科　3年

　1・2年生の夏休みは、アドスタッフとしてオープンキャンパ
スの準備に参加しました。1年生の頃は学内の誘導や体験授
業の手伝い、学生相談などの部署で経験を積み、2年生では
学生企画を考える役割に就くことができました。
　始めの1、2回は先輩が行っていた企画を流用して実施して
いましたが、同じ企画を続けても参加人数が増えないという
問題に直面。そこで、オープンキャンパスに来る高校生の目
線になって、「大学を知りたい」「楽しい企画なら参加したい」
という観点から新しい企画を練り直しました。
　メンバー全員の協力の甲斐あって、「毎回の新しい企画がと
ても楽しい」「他の大学にはない企画なのでまた参加したい」
など、高校生の反応は上々に。何度も繰り返し参加してくれ
る方までいました。
　自分にとっての夏休みは、オープンキャンパスに限らず、今
やっていることの目的、何故行うのか考える貴重な機会とな
りました。

　岸上ゼミのゼミ合宿では、日本で初めての開国の地や黒
船来航で知られる伊豆下田にある博物館を見学したり、地
元のお寺で講話を聴くなどして歴史的な面での地域研究を
行いつつ、水族館やロープウェイなどを見学しながら観光
地としての面でも地域研究を行いました。
　あるグループが行ったのは「観光客（家族）視点」での地域
研究。まずは観光協会の案内所で「一般的な家族の観光
コース」をお聞きして、地域を調査しました。
　生き物を間近に見て触れられることが特徴の下田水族
館、歴史を学びながら下田港内を巡る遊覧船、など、家族
で楽しめるスポットをいくつも発見することができました。
　興味深かったのは、グループで家族になりきり、家族の
視点から地域を調査することで、注目するポイントが普段と
は全く別のものに変わったことです。今回のゼミ合宿を通し
て、様々な視点で物事を見る、つまり、「寄り添う」ことが
大切だと感じるようになり、普段の生活でも普段と違う見
方を意識するようになりました。

　ブラジル派遣研修生として、約３週間の研修に参加しまし
た。サンパウロにある日伯寺研修センターを活動拠点として、
福祉施設や日本語学校を訪れ交流したり、日系家庭でホーム
ステイを経験しました。
　ホームステイ先では、家族の皆さんがポルトガル語で会話
をしていたため、自分の意思を伝えることが難しかったです。
ですが、ジェスチャーを交えて意思疎通が図れた時は本当に
うれしく、また家族の皆さんも同じように喜んでいるとはっ
きり感じることができました。
　研修を通して、「伝える」ということについて考え方が変わ
りました。言葉の壁がある中でのコミュニケーションで、今
まで経験したことがないくらい強く「伝えよう」という気持ち
になったことを覚えています。ステイ先の皆さんと別れのハ
グをした時には、別れを惜しむ気持ちで繋がっているとはっ
きりと感じ、自然と涙が出ました。
　大切なのは相手にしっかりと気持ちを向け、全身で伝える
ことなのだと感じました。

　千葉県内で、主に子どもと多く関わるボランティアに参加しました。ボラ
ンティア自体はそれ以前からも経験がありましたが、長期の休暇を利用し
て様々な活動に参加することができました。
　入院中の子どもと遊んだり、学校付近の幼稚園の夏祭りに参加したり、
病気で亡くなった子を持つご家族が集まるグリーフ茶話会のボランティア
など、内容は様々。その分、たくさんの人に出会えました。
　活動に参加する前は、ボランティアという言葉に対しても「やってあげる」
という思いを持っていましたが、実際に参加してみると様々な思いや考え
方など、教えていただくことばかりでした。ボランティアは「人と出会うきっ
かけの場」であり、「共に分かち合える場」でもあるということを知ってから
は更に活動に熱中しました。
　また、以前よりも色々なことにチャレンジする勇気が身に付き、憧れる
ばかりだった英国研修にも参加することができました。
　関わる一人ひとりの気持ちや価値観を尊重した看護師を目指して勉強し
ていきたいと思っています。

1・2年次の時間割や授業の
様子などをPower Pointで
発表。

夜はゼミ＆交 流 会。 最 高
の 仲間意 識を育み、 得 難
い 1日は更けていきました。

英国研修にて、
ホストマザーとの

記念の一枚。

ブラジルでの体験は、私の一生の宝物。
帰国後も広い視野をもって勉強に取り
組んでいます。

オープンキャンパ
スの企画を立てて

相手の立場で
考える力が付いた！

ボランティア
活動で

チャレンジ精神
が付いた！

ゼミ合宿で
地域に接して

「寄り添う」姿勢の
大切さを実感した！

ブラジル派遣
研修で

「伝える」ことに対する
考え方が変わった

学生生活、成長した夏・熱い夏
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山
や ま も と

本 麻
ま り な

璃菜さん
総合福祉学部実践心理学科　4年

　早い時期から就職活動に意識を向けることで、沢山の情報収集
ができると思い、2年の夏休みからダイハツ千葉販売株式会社に
てインターンシップに参加しました。
　本社でビジネスマナー研修を受けると、次は店舗研修。実際の
接客を任されました。「相手の立場に立った接客」「積極的な行動」
という二つの目標を持って仕事をしていくうち、お客様を歓迎す
るホワイトボードの記入を任されるなど有意義な5日間になりま
した。また、2日続けて来店されたお客様に顔を覚えてもらうこ
とができ、声を掛けてくださったことが嬉しかったです。
　就活を終えた今、2年生から就活への心構えができていたこと
が大きなプラスになったと感じています。

発表することで、何ができ
て何ができなかったのか、
また何ができるようになっ
たのか自分について考える
時間になりました。

受験を控えた雄勝
中 学 校3年生の 学
習を支援し、さまざ
まな話で交流を深
め、楽しい時間を
過ごしました。

現地で学習支援の
実践を繰り返す中
で、自分なりに将
来の教員像が見え
てきました。

仲間達と改善を重ね
た試食会の様子。

石
い し わ た

綿 尚
な お ひ ろ

大さん
経営学部経営学科　2年

関
せ き か わ

河 未
み な

菜さん（右）

八
や ぎ

木 麻
ま り な

梨奈さん（左）
教育学部こども教育学科　4年

　生協学生委員は、例年淑徳祭でうどん屋を出店します。それに向けた
夏休みの主な仕事は、昨年の反省から提供方法の改善策を検討すること。
　これまでお客さん視点での改善はありましたが、委員同士相手のこと
を考えて行動するという視点が欠けていました。麺の茹で時間が調理す
る人の好みによってまちまちだったり、トッピングの入れ方の基準が定め
られていなかったり、忙しいときにはマニュアルを守れていなかったり、
問題点が多く見つかりました。
　接客においても話し合いにおいても、大事なのは相手を思いやること。
相手に応じて、どんな説明をすれば分かりやすいか考えることで、互いに
有意義な意見を出し合うことができました。

　東日本大震災以降、淑徳大学と交流が続いている宮城県石巻市
雄勝町の雄勝小学校・中学校にて、学習支援ボランティアに参加し
ました。
　夏休みの宿題を中心に学習支援を行ったり、新校舎の図書館に図
書を搬入し整備をしたりしました。子どもたちとの距離の縮め方、学
習のわかりやすい教え方など参加者全員で話し合いをし、翌日に実
践をしました。また、被災地の見学や話を聞き、当時の震災の様子
や現在の被災地の様子を知りました。
　現在も震災の爪痕が残る被災地を目にして、多くの命を奪う災害
の悲劇と恐怖を感じました。しかし、雄勝小学校・中学校の子ども
たちは、悲劇を感じさせないほど元気に過ごしています。その姿に勇
気づけられるとともに改めて命の大切さを実感しました。
　将来は教員として、子どもたちに被災地の現状を伝え、被災者の
気持ちを受け継ぎ、思いやりを持った子どもを育てたいと思います。
そして、今後も復興支援が継続できるような社会のため、私たち自
身もできることから参加していきたいと考えています。

　大学入学後すぐのゴールデンウィークに宮城県石巻市雄勝町での
こいのぼりボランティアに参加したのをきっかけに、同地区の子ど
もたちが通っていた（旧）大須小学校・中学校での学習支援ボラン
ティアに参加しました。
　はじめは、「未熟な自分では、被災者でもある子ども達の心の傷
に触れてしまうのではないか」という不安があり、大変緊張しなが
ら子どもたちと顔を合せました。しかし、子どもたちの明るさや希
望に満ちた目を見ているうちに、不安はいつの間にかなくなり、私
の方が元気をもらっていました。
　私は教職を目指す中で「教える」ということに意識が強く向いてい
ましたが、子どもの持つ力は、私たちが思っているよりもずっと大
きく、このボランティアを通して「子ども達と共に学ぶ」という姿勢
を学びました。
　当時の大須小学校・中学校は閉校し、現在は雄勝小学校・中学校
に統合されてしまいましたが、ボランティアの思い出ははっきりと
残っています。

子どもたちと接する中で消えていっ
た緊張と不安。思い切って一歩踏み
出す勇気をもらいました。

（旧）大須小学校

生協学生委員として
活動して

思いやりの精神
が身に付いた！

インターンシップに
参加して

就活への心構え
ができた！

雄勝学習支援ボラン
ティアに参加して

将来の目標が
できた！

三
み う ら

浦 知
と も や

也さん
総合福祉学部教育福祉学科　4年

雄勝学習支援ボラン
ティアに参加して

共に学ぶ姿勢が
身に付いた！

雄勝学習支援ボランティア

学生生活、成長した夏・熱い夏
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2017年 教育学部 こども教育学科卒業。新卒で淑徳小学校へ勤務し、教

員になって2年目。昨年度は1年生担任を経験し、今年は持ち上がりで同

じ2年生を受け持つ。多忙でも一生の仕事にしていく思いは大学生活に

培った経験が財産だという。

【卒業式】
3年生の頃から共に
頑張ってきた髙橋敏
ゼミ。卒業式では、
今までのことや将来
のことをたくさん語
り合いました。

【短期海外研修（オーストラリア研修）】
オーストラリアの小学校や大学に行くこと
ができ、小学校では日本語を学ぶ子ども
たちの様子も見ることができました。とて
も貴重な経験ができ、成長できた研修で
した。
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「淑徳大学広報誌」に関するご意見、ご感想などのメールをお待ちしております! reply@soc.shukutoku.ac.jp

千葉キャンパス
総合福祉学部　コミュニティ政策学部　大学院 総合福祉研究科

〒260-8701  千葉県千葉市中央区大巌寺町200
TEL：043-265-7331

千葉第二キャンパス
看護栄養学部　大学院 看護学研究科　

〒260-8703  千葉県千葉市中央区仁戸名町673
TEL：043-305-1881

埼玉キャンパス
経営学部　教育学部

〒354-8510  埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1　
TEL：049-274-1511

東京キャンパス
人文学部　淑徳大学短期大学部

〒174-0063  東京都板橋区前野町6-36-4
TEL：03-3966-7631

看護学科 准教授

坂下 貴子先生

　私たちの体には、約24時間で繰り返される生
体リズムが備わっています。睡眠と覚醒のリズム
だけではなく、体温やホルモンの分泌にも一日の
リズムがあり、これによって日中は活動ができ、
夜はよく眠ることができます。体の中に自発性の
リズムを作る時計、体内時計を持っているからで
す。体内時計の周期は実は24時間より少し長く、
この体内時計を24時間に調節することが大切で
す。朝の光は体内時計を早め、体内時計を毎日リ
セットしてくれます。
　ところで大学生の皆さんは、授業の課題やアル
バイトなどによって、夜間に光を浴びていること
が多いかもしれません。実は夜の光は体内時計を
遅らせます。つまり体内時計と私たちの24時間

私たちの生活と体内時計
の生活にずれが生じ、望ましい時間帯に就寝・起
床することができなくなります。さらに大学の授
業などのために朝起きなければならないと、体内
時計がまだ眠りの時間帯に起床しなければなら
ず、眠気や頭痛・倦怠感などが現れ、日中の生活
にも影響を及ぼします。
　体内時計を上手に使って、充実した大学生活を
送ってみませんか。例えば早い時間帯に授業の課
題やアルバイトをする、寝る前のパソコンやテレ
ビ、スマートフォンの使用は避けるといったこと
も体内時計を整える方法の一つです。そして最も
大切なことは、朝、目が覚めたら自然の光を部屋
に入れ、体内時計をリセットさせ、一日を始める
ことです。

第19回

淑徳大学 スペシャルナイター

千葉ロッテ
マリーンズ

オリックス・
バファローズ

18：15　試合開始
ZOZOマリンスタジアム

8月24日
※雨天の場合、中止することがあります。

金

応募作品 「看護や栄養に関わるテーマ」で
看護栄養川柳を募集いたします。

応募点数 おひとり様1作品まで。

締　　切 2018 年 8月6日（月）必着

応募先

淑徳大学 看護栄養学部「看護栄養川柳」係
〒 260-8703　千葉市中央区仁戸名町 673
TEL	 043-305-1881　FAX	 043-305-1818
E-mail	 senryu@soc.shukutoku.ac.jp

応募方法

①応募フォーム（右下 QR コードを読み取る）
② FAX	 043-305-1818
③看護栄養学部事務部へ直接提出
　※氏名・住所・電話番号・メールアドレス・応募区分
　（一般・大学生・高校生・中学生以下）をご記入ください。

淑徳大学ブース

ボール
パークステージ

　今月号では、学生時代の「夏休みの体験」を特集した。

　私にも忘れられない体験がある。10歳の夏、祖母と二人で伯

父の住むブラジルに行った。

　帰りたくても帰れない生活は私を成長させた。小学生の私が

見たブラジルは何もかもが衝撃的だった。山間部と都市部での

貧富の差、インフレの影響で、一日でお菓子の値段は跳ね上がっ

た。高熱が下がらず、医者に冷水に浸かるようにいわれ、もう

ダメかと思った。帰国したとき、言葉が通じる安全な日本で、「怖

いものは何もない」「やれば何でもできる」と思った。

　学生さんたちも、様々な体験の中で今までの自分の枠を一歩

乗越えたのではないだろうか。自分の枠を乗り越える体験は、

人を大きく成長させてくれる。一人でも多くの学生さんに果敢

にチャレンジする「熱い夏！」を過ごしてほしい。そんな「願い」

が込められた222号でした。（伊藤）

当日本誌（Together 222号）を見せると、
内野自由席入場料　通常2,600円→

500円（1名様）で観戦できます。

● 本学学生証提示でもOK

チケット購入場所

当日 ZOZO マリンスタジアムにて設置

される淑徳大学ブースにて販売

（16：00～19：30）▶

掲示板
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